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コンプトンイメージングは、コリメータ不要の SPECTとして期待されてきたが、未だに核医学

での実用化には至っていない。これに対して我々は、二重リング式の PET・コンプトン複合コン

セプトWGI（Whole Gamma Imaging）を提案し、89Zr投与マウスイメージング実験にて、PETに

迫る画質の 909keVコンプトン画像を得ることに成功した（田島ほか応物 2019秋 20a-E305-6）。そ

こで本研究では、この成功の要因を実験的に明らかにすることを目的とした。具体的には、吸収

検出器（GSO結晶、2.8×2.8×7.5 mm3、4層 DOI）のリングの内側に散乱検出器（GAGG結晶、0.9×0.9×6 

mm3、non-DOI）のリングを挿入したGSO-GAGG WGI試作機にて、89Zr円筒ファントム（10.2 MBq、

直径 38mm）を視野中心に配置して 1時間測定した（図 1(a)）。そして、図 1(b)のように、リング

内で計 10個ある散乱検出器の内、使用する数を上部の 1つから始め、2つずつ（左右にそれぞれ

1 つずつ）増やしながら、散乱検出器を部分リング化したジオメトリでのコンプトンイメージン

グを検証した。その結果、散乱検出器がリング内で 7 個以上の時に円筒の形が再現され、5 個以

下の場合には検出器がない方向に向かってストリークアーチファクトが発生した。図 1(b)に示す

ように、散乱検出器が 7 個以上で円筒ファントムのすべての領域が 180°以上囲われるようにな

ることから、コンプトンイメージングにおいては、物体のすべての領域に対して、180°以上散乱

検出器で囲われるようにすることが、アーチファクトのない画像を再構成可能な条件であること

が示唆された。 

 

図図図図 1. (a) WGI試作機による 89Zr円筒ファントム実験、(b) 散乱検出器リングと円筒ファントムの

位置関係と散乱検出器数の増やし方、(c) 散乱検出器数を変えた場合のコンプトン画像再構成像 
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